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〇自治体職員の思考変容、行動変容を促す越境教育等の
場づくり

＊先行して官民連携に取り組む地域事例の紹介

＊自治体やコミュニティのキーパーソンが集うサミット（情

報共有の場）

＊自治体職員の悩みや課題、取組手法を共有できる場や

人脈づくりの機会づくり

＊職員の人材育成に寄与する越境教育（官民連携プログラ

ムの擬似体験等）

＊PPPやシティマネジメント等について学ぶ機会づくり

（８） 体制構築プログラム（案）
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 官と民の対話・コミュニケーションを通じて、民間感覚の体感・習得、ダイバーシティの感覚を養い、課題解決や

価値創造に向けた行動できるような人材の育成、様々なネットワーキングの機会を設けることにより、共創型

官民連携を推進する主体であるプレイヤー人材の育成、組織文化の変容につなげる。

 官と民の間をつなぐ、かき混ぜるといった役割を果たす中間支援組織、人材（カタリスト）とのネットワーキング

や、創生期における派遣によるスモールアクションの具体的な提案、実行などにおける支援も体制構築におい

て有効。

〇共創型官民連携を進めていくための環境整備

＊域内の中間支援組織からの人材派遣やネットワーキング

やカタリスト等の専門人材の派遣

＊中間支援

＊予算面での支援



（９） 成果報告会

○日程 ： 令和7年2月26日（水曜日）14時00分から17時00分まで

○開催方法等 ： ハイブリッド開催

＜オンライン＞Microsoft teams

    ＜リアル会場＞情報通信交流館 e-とぴあ･かがわ「BBスクエア」

○参加実績 ： 約50名

① 成果報告会の概要
○プログラム内容

・ 開会・調査事業の概要説明

・ 先行事例2地域の共創型官民連携の「はじまり」紹介

財政状況の危機解決を目指し、共創型官民連携をスモールスタートから、官民連携の

ワンストップ対話窓口「コラボ・ラボ桑名」開設に至るプロセス、官民対話を可能にす

る恒常的な体制や仕組み、心得等も踏まえてご紹介。

＜三重県桑名市＞ 市長公室 政策創造課 日紫喜様

城下町・大洲の失われつつある町並みの保全に向け、観光まちづくりを軸に、伊予銀

行等との共創型官民連携がスタート。スピード感と熱意をもちながら、官と民が何度

も対話を繰り返しながら事業を構築していった取組をご紹介。

＜愛媛県大洲市＞ 環境商工部 専門官（官民共創担当） 武田様

・ 先行事例2地域とのクロストーク

日紫喜様と武田様にご登壇いただき、「共創型官民連携の各取組を始めるにあたっ

て直面した障壁や課題、その解決方法や工夫」、「共創型官民連携のポイント（勘所）に

ついて共感する点や、アクションに向けたアドバイス」等についてトーク。

・ 調査結果の報告等

ヒアリング調査を踏まえ、共創型官民連携の勘所を取りまとめた結果をご紹介。

・ワークショップ（リアル会場のみ）

四国内で共創型官民連携に取り組んでいる自治体、民間事業者、大学関係者等で、

官民連携における日頃の悩みや今後取り組みたいことについて、ワークショップ形式

の意見交換を実施。
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